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問
　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
提
唱

し
普
及
を
進
め
て
い
る
取
り
組
み
で
、

「
け
が
や
事
故
は
偶
然
の
結
果
で
は

な
く
、
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
で
予

防
で
き
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
絆
を
広
げ
な

が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
国
際
認
証
取
得
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
結
果
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
　
主
に
国
内
の
認
証
取
得
ま
た

は
認
証
に
向
け
て
活
動
中
の
自
治
体

の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
し
て
き
た
。

国
際
認
証
の
取
得
は
、
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
加
え
、
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
な
ど
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
が
、
一
方
で
専
門
的
な
体
制
の

整
備
や
多
岐
に
わ
た
る
資
料
作
成
、

認
証
取
得
の
た
め
の
多
大
な
経
費
な

ど
の
課
題
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
国
際
認
証
を
取
得
し
た
自
治

体
の
予
算
を
見
る
と
、
取
得
費
は
１

～
２
千
万
円
程
度
で
あ
り
、
国
際
認

証
の
取
得
は
経
費
以
上
の
成
果
が
出

る
と
思
わ
れ
る
が
、
国
際
認
証
を
取

得
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答
　
第
７
次
総
合
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
安
心
・
安

全
」
関
連
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
年
１
月
に
実
施
し

た
市
民
意
識
調
査
で
は
「
犯
罪
や
事

故
へ
の
不
安
が
な
く
安
心
し
て
外
出

で
き
る
と
思
う
市
民
の
割
合
」
が
前

回
調
査
に
比
べ
約
10
ポ
イ
ン
ト
増
え

て
い
る
。
今
後
も
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国

際
認
証
の
取
得
に
つ
い
て
も
他
市
の

取
り
組
み
な
ど
情
報
収
集
し
、
検
討

し
て
い
く
。

問
　
新
し
く
整
備
し
て
い
る
逢
妻

川
河
川
敷
の
今
後
の
利
用
方
法
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　（
仮
称
）
逢
妻
川
河
川
敷
運

動
広
場
に
つ
い
て
は
、
県
が
逢
妻
川

洪
水
調
節
地
と
し
て
整
備
を
し
、
市

が
そ
の
上
部
を
利
用
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

場
、
多
目
的
広
場
、
駐
車
場
等
を
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
全
国
レ
ベ
ル
、
世
界
レ
ベ
ル

の
選
手
育
成
に
つ
い
て
、
全
国
レ
ベ

ル
の
チ
ー
ム
が
多
く
存
在
す
る
本
市

で
子
ど
も
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
う
方

策
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
る
か
。

答
　
全
国
大
会
、
国
際
大
会
等
に

出
場
す
る
チ
ー
ム
・
選
手
に
対
し
て
、

激
励
金
の
支
給
や
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
た
場
合
に
表
彰
を
す
る
こ
と
で

意
欲
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
と

し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
チ
ー
ム
に
は
小

中
学
生
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
い
た
だ
き
、
選
手
と
直
接
触
れ
合

う
こ
と
に
よ
り
、
競
技
力
の
向
上
に

加
え
、
夢
を
持
っ
て
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
さ

ら
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
チ
ー
ム
の
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
を
本
市
で
開
催
す
る
こ
と

で
、
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
試
合
を
身

近
で
観
戦
し
、
子
ど
も
た
ち
に
感
動

や
夢
を
抱
い
て
も
ら
え
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問
　
刈
谷
の
子
ど
も
た
ち
が
世
界

を
目
指
せ
る
よ
う
な
選
手
育
成
の
組

織
づ
く
り
な
ど
、
今
後
の
展
望
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
本
市
は
、
企
業
ス
ポ
ー
ツ
が

大
変
盛
ん
で
あ
り
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
将
来

的
に
刈
谷
市
出
身
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
を
多
く
輩
出
す
る
た
め
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を
充
実

す
る
中
で
、
小
中
学
校
へ
の
派
遣
指

導
の
充
実
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。

次
の
前
進
は
非
核
自
治
体
宣
言
の
制

定
で
あ
る
が
そ
の
考
え
は
。

答
　
平
和
首
長
会
議
の
目
的
の
ひ

と
つ
に
核
兵
器
の
廃
絶
と
い
う
こ
と

も
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
会
議
に

参
加
す
る
こ
と
で
本
市
は
非
核
と
い

う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

問
　
安
倍
政
権
が
進
め
て
い
る
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
具
体
化
す
る
た

め
の
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
見
直

し
の
議
論
と
憲
法
９
条
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
と

憲
法
９
条
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
平

和
行
政
の
み
な
ら
ず
憲
法
へ
の
解
釈

や
国
の
安
全
、
防
衛
に
関
す
る
事
項

で
も
あ
る
。
安
全
保
障
や
防
衛
政
策

は
国
の
専
管
事
項
で
あ
り
、
今
後
国

会
に
お
い
て
十
分
審
議
が
行
わ
れ
た

後
、
国
民
の
安
全
を
守
る
立
場
か
ら

責
任
あ
る
判
断
が
な
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
憲
法
９
条
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
文
で
平
和
主
義
の
原
理
を
具

体
的
に
規
定
し
て
お
り
、
最
大
限
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
今
後
も

恒
久
平
和
の
確
立
に
向
け
て
平
和
行

政
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

平
和
の
大
切
さ
を
念
頭
に
と
ど
め
な

が
ら
市
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

沖
野
　
温
志
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
他
市
の
取
り
組
み
な
ど
情
報
収
集
し
検
討
し
て
い
く
―

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
の
取
得
を

問
　
今
年
度
の
保
育
園
へ
の
申
込

者
数
と
入
園
者
数
は
。

答
　
平
成
27
年
４
月
の
申
込
者
数

は
６
９
６
人
で
、
そ
の
内
入
園
し
た

児
童
は
４
２
４
人
で
あ
る
。

問
　
未
入
園
の
児
童
が
２
７
２
人

と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
に
策
定
さ
れ

た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
見
込
量
と
の
乖
離
は
あ
る
か
。

答
　
平
成
27
年
度
の
見
込
量
が
２
，

３
９
９
人
、
27
年
４
月
の
申
込
者
数

と
在
園
児
は
２
，
１
０
３
人
で
あ
る
。

年
度
途
中
の
入
園
者
が
例
年
の
状
況

で
あ
れ
ば
、
同
程
度
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
推
計
が
正
確
で
あ
る
と
す
る

と
、
今
後
、
31
年
ま
で
に
５
９
５
人

分
の
定
員
確
保
が
必
要
と
な
る
が
、

整
備
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
さ
く
ら
保
育
園
や
富
士
松
北

保
育
園
の
改
築
な
ど
既
存
施
設
の
活

用
や
民
間
保
育
園
の
新
設
に
対
す
る

支
援
を
行
い
、
整
備
目
標
を
達
成
し

て
い
き
た
い
。

問
　
国
か
ら
の
補
助
が
あ
る
民
間

保
育
園
を
誘
致
す
る
こ
と
は
望
ま
し

い
が
、
31
年
ま
で
に
計
画
目
標
が
達

成
で
き
な
い
場
合
、
民
間
以
外
の
新

設
な
ど
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
年
度
計
画
の
進
行
管
理
を
行

い
な
が
ら
、
民
間
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
と
積
極
的
な
協
議
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
既
存
施
設
の
活

用
で
も
様
々
な
方
策
を
講
じ
な
が
ら
、

31
年
度
を
目
標
に
待
機
児
童
解
消
を

目
指
す
。

問
　
目
標
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、

公
立
を
作
り
、
後
に
民
営
化
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
。
民
間
保
育
園

を
開
園
す
る
場
合
、
事
業
概
要
は
い

つ
ま
で
に
決
め
る
必
要
が
あ
る
か
。

答
　
開
園
前
々
年
度
の
９
月
に
は
、

事
業
計
画
を
決
定
し
、
開
園
に
向
け

て
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

鈴
木
　
浩
二
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

―
31
年
度
を
目
標
に
少
し
で
も
早
い
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
―

保
育
施
設
を
確
実
に
確
保
し
、
31
年
度
ま
で
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成
を

問
　
本
市
の
25
歳
か
ら
34
歳
の
人

口
構
成
を
み
る
と
、
男
性
１
万
３
，

１
８
７
人
、
女
性
９
，
６
２
１
人
と

男
性
が
多
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
る
本
市
の

特
色
で
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
ど
う

か
。答

　
本
市
の
人
口
構
成
は
、
18
歳

か
ら
30
歳
代
後
半
に
か
け
て
、
男
性

が
女
性
よ
り
多
い
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
傾
向
は
、
製
造
業
が
基
幹
産
業
で

あ
る
こ
の
地
域
の
特
色
と
捉
え
て
い

る
。問

　
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
し
、
働
け
る
場
所
を
増
や
す
こ

と
が
、
本
市
が
抱
え
る
人
口
構
成
の

問
題
解
決
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
そ

の
方
策
の
一
つ
に
、
女
性
自
身
が
、

女
性
の
働
き
や
す
い
会
社
を
創
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
女
性
の
起
業
が

問
題
解
決
に
一
定
の
効
果
を
与
え
る

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
　
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
は
、
女
性
に
限
ら
ず
、

男
性
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
外
国
人

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
取
り
入
れ
、

職
場
に
お
け
る
多
様
性
を
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
既
存

の
企
業
で
は
、
人
事
制
度
の
改
革
な

ど
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
女
性
の
起
業
と
い
う
手
法
を
用

い
る
こ
と
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　
女
性
の
起
業
化
支
援
に
対
す

る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
　
県
や
中
小
企
業
庁
な
ど
の
各

種
機
関
が
実
施
す
る
創
業
ス
ク
ー
ル

や
融
資
制
度
な
ど
の
各
種
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
本
市
に

お
い
て
は
、
対
象
者
を
女
性
に
限
定

し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
中
小
企
業

診
断
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
創
業

支
援
の
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

星
野
　
雅
春
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
経
済
環
境
部
長
）

―
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
取
り
入
れ
、
多
様
性
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
―

本
市
の
人
口
構
成
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を

問
　
本
年
１
月
１
日
に
平
和
首
長

会
議
に
加
盟
し
た
こ
と
は
心
か
ら
喜

び
あ
う
も
の
で
あ
る
。
加
盟
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
広
島
で
開
催
さ
れ
る
平
和
記

念
式
典
（
８
月
）
及
び
平
和
首
長
会

議
（
11
月
）
に
参
加
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
は
加
盟
す
る
市
町
村
間
で

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
平
和
行
政
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
核
兵
器
廃
絶
を
最
大
の
目
標

に
し
た
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
は

平
和
行
政
へ
の
一
歩
前
進
で
あ
る
。

山
本
　
シ
モ
子
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
総
務
部
長
）

―
恒
久
平
和
の
確
立
に
向
け
た
平
和
行
政
の
取
り
組
み
を
進
め
る
―

安
全
保
障
法
制
の
整
備
と
憲
法
９
条
に
つ
い
て

中
嶋
　
祥
元
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
涯
学
習
部
長
）

―
小
中
学
校
へ
の
派
遣
指
導
な
ど
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を
充
実
―

刈
谷
の
子
ど
も
た
ち
が
世
界
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
をトップアスリートによる

スポーツ教室

創業支援に対する取り組み
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一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
６
月
３
日
・
４
日
・
５
日
の
３
日
間
に
、
11
人
が
登
壇
し
、

27
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
た
だ
す
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
人
一
項
目
を
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

新
　
村
　
健
　
治
　
議
員

　
※
１
　
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
　
２
　
市
内
巡
回
バ
ス
（
公
共
施
設
連
絡
バ
ス
）
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
３
　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
の
根
絶
に
つ
い
て

新
　
海
　
真
　
規
　
議
員

　
※
１
　
歩
道
と
街
路
樹
の
管
理
に
つ
い
て

　
　
２
　
保
護
司
と
民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

上
　
田
　
昌
　
哉
　
議
員

　
※
１
　
こ
れ
か
ら
の
介
護
に
つ
い
て

　
　
２
　
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

沖
　
野
　
温
　
志
　
議
員

　
※
１
　
刈
谷
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中
　
嶋
　
祥
　
元
　
議
員

　
※
１
　
刈
谷
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

　
　
２
　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

鈴
　
木
　
浩
　
二
　
議
員

　
※
１
　
刈
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
２
　
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

山
　
本
　
シ
モ
子
　
議
員

　
　
１
　
市
営
住
宅
新
設
・
増
設
計
画
に
つ
い
て

　
　
２
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
実
施
に
つ
い
て

　
　
３
　
洲
原
温
水
プ
ー
ル
内
で
起
き
た
事
故
の
被
害
者
へ
の

　
　
　
　
謝
罪
に
つ
い
て

　
※
４
　
平
和
行
政
に
つ
い
て

星
　
野
　
雅
　
春
　
議
員

　
　
１
　
市
民
の
健
康
増
進
施
策
に
つ
い
て

　
※
２
　
起
業
化
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

佐
　
原
　
充
　
恭
　
議
員

　
　
１
　
平
成
27
年
度
重
点
要
望
（
障
害
福
祉
分
野
）
に
つ
い
て

　
※
２
　
機
密
管
理
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
　
３
　
未
来
に
向
け
た
諸
施
策
に
つ
い
て

野
　
村
　
武
　
文
　
議
員

　
※
１
　
銀
座
地
区
整
備
の
経
緯
と
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
２
　
介
護
保
険
制
度
見
直
し
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

　
　
３
　
刈
谷
城
築
城
の
是
非
に
つ
い
て

白
　
土
　
美
恵
子
　
議
員

　
※
１
　
消
防
団
に
つ
い
て

　
　
２
　
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

　
　
３
　
認
知
症
に
つ
い
て

一般質問のすべての質問・答弁がホームページから映像でご覧になれます。
「刈谷市議会」で検索し、「議会映像をみる」をクリックしてください。

問
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
日
本

の
教
員
が
最
も
多
忙
感
を
抱
い
て
い

る
と
い
う
最
近
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
教
育
環
境
の
悪
化
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
少
人
数

学
級
の
取
り
組
み
に
関
し
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
学
級
規
模
の
適
正
を
考
え
る

と
き
、
教
科
や
活
動
内
容
に
よ
っ
て

は
少
人
数
だ
と
意
見
が
多
様
化
し
な

い
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
学
習
面
や

生
活
面
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
に

身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
力
に
応
じ

た
規
模
と
な
る
よ
う
、
柔
軟
に
対
応

し
、
推
移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
近
隣
市
に
な
ら
っ
て
、
少
人

数
学
級
の
よ
さ
を
生
か
し
た
新
し
い

指
導
方
法
の
確
立
や
、
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
を
目
指
す
授
業
改
革
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
以
前
か
ら
お
互
い
の
考
え
を

深
め
合
う
授
業
づ
く
り
と
い
っ
た
観

点
で
研
究
を
深
め
て
お
り
、
１
つ
の

学
級
を
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
教
員
が
つ
く
少
人
数
授

業
と
、
１
つ
の
学
級
を
複
数
の
教
員

が
指
導
す
る
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
を
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
、
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
で
実
施
を
し
て

い
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は
未

来
へ
の
責
任
で
あ
り
、
少
子
化
対
策

と
し
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
市

と
し
て
少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
た

め
の
努
力
は
し
て
い
る
か
。

答
　
国
や
県
の
動
向
を
見
守
る
と

と
も
に
、
既
に
少
人
数
学
級
を
導
入

し
て
い
る
先
進
市
の
取
り
組
み
を
中

心
に
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。
今

後
は
教
員
の
多
忙
化
解
消
と
子
ど
も

た
ち
へ
の
き
め
細
か
い
指
導
の
充
実

に
向
け
て
、
少
人
数
授
業
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
本
市
の
人
口
動
態
や
、
製
造

業
の
海
外
シ
フ
ト
に
よ
る
雇
用
減
少

等
を
考
え
る
と
、
今
後
高
齢
化
は
さ

ら
に
進
み
、
社
会
保
障
費
は
上
が
る

と
予
想
さ
れ
る
。
高
齢
化
率
と
行
政

が
行
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
ど

う
推
測
し
て
い
る
か
。

答
　
第
６
期
刈
谷
市
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
平
成
37
年
度
の
高
齢

化
率
を
20
．
６
％
、
総
給
付
費
は
約

96
億
円
と
推
計
し
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
福
祉
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
は
何
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

市
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　
高
齢
者
が
病
気
や
要
介
護
状

態
と
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住

ま
い
、
生
活
支
援
が
地
域
内
で
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

問
　
社
会
保
障
費
は
上
が
っ
て
い

く
が
現
場
の
人
材
は
限
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
介
護
は
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
携
が
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
制
度
改
正
に
よ
り
要
支
援
認

定
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
地
域

支
援
事
業
の
訪
問
型
や
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。
こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
、
既
存
の
介
護
事
業
所
の

ほ
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担

い
手
と
な
る
た
め
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
地
域
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

問
　
他
の
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
、
関
係
団
体
と
の
連
携

は
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
・

協
力
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

問
　
市
民
が
善
意
で
、
街
路
樹
の

落
ち
葉
清
掃
を
実
施
し
て
み
え
る
の

は
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
、
ま

た
市
民
協
働
と
し
て
い
い
姿
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
加
齢
と
と
も

に
清
掃
を
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
人
や
、

枯
れ
葉
が
屋
根
の
雨
ど
い
に
詰
ま
る

と
業
者
に
清
掃
を
頼
む
人
な
ど
の
話

を
聞
い
て
い
る
。
街
路
樹
の
落
ち
葉

対
応
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
　
落
葉
時
期
の
前
に
剪
定
を
行

う
な
ど
落
ち
葉
の
量
を
軽
減
を
図
っ

て
お
り
、
歩
道
の
落
ち
葉
に
つ
い
て

は
沿
線
の
地
域
の
方
々
に
清
掃
等
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
量
が

多
く
、
雨
水
排
水
や
歩
行
者
の
通
行

に
支
障
と
な
る
な
ど
の
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
、
市
で
清
掃
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
街
路
樹
の
毛
虫
が
民
家
に
侵

入
し
洗
濯
物
に
取
り
つ
く
た
め
、
注

意
深
く
毛
虫
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
っ
た
苦
情
を
受
け
て

い
る
。
以
前
に
も
毛
虫
の
発
生
で
、

近
隣
住
民
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
が
、
現
状
と
し
て
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

答
　
月
２
回
の
巡
視
点
検
を
行
っ

て
お
り
、
毛
虫
の
早
期
発
見
、
早
期

駆
除
に
努
め
て
い
る
が
、
大
量
に
発

生
し
た
場
合
に
は
薬
剤
散
布
に
よ
る

駆
除
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
成
長
が
早
い
低
木
は
定
期
的

な
剪
定
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

剪
定
の
頻
度
が
少
な
い
た
め
に
、
近

隣
住
民
が
自
発
的
に
剪
定
し
て
い
る

と
聞
く
。
剪
定
の
実
施
状
況
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
　
年
２
回
の
剪
定
を
実
施
し
て

お
り
、
交
差
点
な
ど
危
険
な
箇
所
は
、

低
く
刈
り
込
み
を
行
い
視
認
性
の
確

保
に
努
め
て
い
る
が
、
枝
の
伸
び
が

早
く
、
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
っ

た
場
合
は
随
時
対
応
し
て
い
る
。

　
一
般
質
問
項
目
（
発
言
順
）
※
印
が
掲
載
し
た
項
目
で
す
。

新
村
　
健
治
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

―
国
や
県
の
動
向
に
従
い
、
き
め
細
か
い
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
―

近
隣
市
に
な
ら
い
、
少
人
数
学
級
の
拡
大
実
施
の
検
討
を

上
田
　
昌
哉
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
長
寿
保
険
部
長
）

―
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
連
携
を
進
め
て
い
く
―

こ
れ
か
ら
の
介
護
に
、
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を

新
海
　
真
規
　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
整
備
部
長
）

―
定
期
的
な
剪
定
を
行
う
ほ
か
、
要
望
に
応
じ
て
随
時
対
応
す
る
―

市
民
の
善
意
に
甘
え
な
い
街
路
樹
対
策
を

少人数授業の様子

地域の現状を考える
〜地域ケア会議の様子〜 剪定の行き届いた街路樹


